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形容詞げ重い」の意味ネットワークに開する言語心理学駒研究

　　　　　　高校生を対象としたアンケート調査の分析から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青　谷　法　子

　　APsycho撫guistic　Ana蓋ysis　of　the　Semantic　Network：of　the

　　Japanese　Adlect蓋ve℃moゴ

　　　　　　Based　on　a《ミuestionna叢re　Survey　oずHigh　Sch（）01　Students

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NoriklO　AOTANI

　This　study　investigated　the　results　of　judgment　tests　administered　to　225　high

school　stu．dents、　They　were　given　30　Japanese　phrases　t：hat　contained≦omor（：heavy），

a鷺dwere　i鵬tructed　to　make　a　ludgment　iヂheavゾca鷺be　acceptable　as　a　translation

of≦omor。　According　to　the　statistica！analysis　of　ludgment　patterns，　certain

expressions　were　correlated　in　the　way　they　were　analog彪ed。　The　resu．lt　showed　that

judgments　were　made　through　analogical　inference　based　on　the　notion　of　semantic

㈱tegories　and　schematic　knOwledge　in　their　me鷺tal　lexicon。　The　results　also　have

sOme　implications　for　the　understanding　of　metaphorical　expansion　Of　word　senses

and　methodological　implications　for　vocabulary　acq聡isition．

嘱．はUめに

　多様で複雑な内容の伝達のためには多くの語彙を必要とするが．膨大な数の語彙を記憶する

労力をできるだけ軽減するため、薪しく認知した事象と既知の事象との類似点を比喩的に見立

て、人は語彙を多義的に使い言語の経済性を高めてきた。例えば、飛行機が発明されると機体

の部分の名称として全く新しい造語を用いるのではなく「翼」「胴体」など．すでに存在して

いる語が当てられる。これは飛行機の形状を鳥に見立て、「翼」や「胴体」などの語の意味を

拡張している例であると言える。また近年では、コンピュータ用語における語彙の比喩的な用

いられ方がこれに当たり、デスクトップやマウスなどの名称を初め．コンピュータを立ち上げ

ることを意味するξbooゼは．網上げ鞘（ブーツ）に下から順順に紐を通していくプロセスを

コンピュータがそれに接続されている装置を順々に確認しながら立ち上がっていくプロセスに

見立てたものであり、創造的な意味の拡張の例である。

　一般に形容詞や動詞は多義の構造をなしているものが多いが、それは長い歴史の中で基本的

な意味からの比喩的な拡張のプロセスを経て一般化されながら意味拡張を遂げてきたことを示
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している。その拡張の仕方は．言語によって異なっており、元の意味から容易に類推できるも

のもあれば．毒bootヲの例のように説明なしではもともとの意味との関連を理解しがたいよう

な複雑なものも多くある。

　人は言語を通して事象を認知し、考え．表現しており、用いる言語が異なれば認知や思考も

異なるという考え方は「言語的相対性」の理論として．古くから多くの研究者によって論じら

れてきた。そのうち最も古典的なものであるSapir－Whorf　hypothesis（サピア＝ウォーフの

仮説）では、「この世界は客観的世界ではなく、言語によって分節され、処理されているため．

異なる言語を用いる人々の世界観はそれに応じて異なる。また、言語は人間の糧界観を決定す

るだけでなく、人間の思考形式をも無意識のうちに支配している」と主張されている。

　また．ルース・ベネディクト（Ruth　Benedict）は「菊と刀』の中で「ある国民がそれを通

して生活を眺めるレンズは．他の国民が用いるレンズと異なっている。われわれがものを見る

ときに必ずそれを通してする眼球を意識することは困難である。」と述べ、人の持っている徴

界観が「神様から与えられたままの」ものであると思い込みがちであることを示唆している。

ベネディクトの時代とは異なり、現在ではマス・メディアを通じて異なった文化背景を持つ人々

の観念的な多様性を認識することはさほど困難なことではなくなっている。しかし容易には観

察できないもっと深い部分、すなわちベネディクトの言う「眼球」のレベルでそのことを認識

するためには、思考形式を支配している言語を知る必要があると考えられる。

　日本人のほとんどは第2言語として英語を学ぶが、それは英語の世界観に触れることであり、

異なった「眼球」を経験することである。しかし一方で、思考形式や認知過程には人間として

共通の部分が多くみられることも事実である。言語的差異が大きい日本語と英語であっても、

例えば「長い」と恥ng’は、両者とも空間的な長さのみではなく．時間的な長さにも用いる

ことができるという点で共通しているし．本研究のテーマである「重い」と毒heavゾはその

意味の広がりにおいて葬常に多くの共通点を有している。日本語の世界観がどの程度英語の世

界観と重なるか、また．人がそれをどのように認識しているかを知ることによって、異なる言

語を用いている人間の認知や思考形式について何らかの知見を得ることができると考えられる。

黛．研究の蔑曲と方法

灘研甕鶏的

　無の状態から少しずつ世界観を築き上げる母語習得に対して．第2言語習得はすでに母語に

よって構築された世界観に異なった世界観を持ち込むという、母語習得のときとは全く異なる

プロセスをたどる。第2言語習得の学習法としては．母語による干渉をできるだけ少なくし、

英語の糧界を珊個のものとして築くことの重要性が説かれている。しかし実際には母語による

干渉を避けることは嗣難であり、是非はともかく、実際の学習現場では日本語を介して．また
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は日本語に訳しながら学習が進められている場合が多い。英語をi涜んでいるときに．毒heavy

perfume’（きつい香水の香り）などの表現に遭遇すると「なるほど毒heavゾには日本語の

「重い」と違ってこのような使い方もあるのか」と思ったり、英語で何かを表現する際に「重

い責任ヲというのには毒heavy’を使っていいのかな」と考えたりすることは日常多くの人が

経験していることであると思われる。その際．日本語の心的語彙をもとにして．何らかの類推

や料断がされていると考えられる。

　これまで肯谷（2002）は．日本人英語学習者がどのような表現に対して日本語と英語の概念

が一致すると考え、またどのようなとき一致しないと考えるのかについて調査を行ってきたが、

類推を行なう際にどのような基準が用いられているのか．その要因を明らかにすることが課題

として残されていた。

　本研究の目的は、前回の研究の：不備な点を補い．形容詞「重い」について類推のされ方に傾向性

があるのかどうかについての調査・分析をさらに進め、その要因についての知見を得ることである。

22硯甕方洗および対象

　本研究で用いた形容詞「重い」の語義を分

類い、それぞれの分類項目ごとに具体例2

を挙げたものを表1に示した。合計30個の具

体綱をランダムに配置した質問紙を愛知県内

のA高校の生徒225名（1年生。79名．2年生

74名．3年生72名）に提示し（資料1）．それ

を英訳した場合「重い」の部分にξheavy’

を用いることができるかどうかについて、

「表わせる」「たぶん表わせる」「たぶん表わ

せない」「表わせない」の4段階のいずれか

で料断ずるように教示した。また．対象者の

国語の成績．英語の成績、各種辞書の使用頻

度について4段階で自己評定するように求め

た。時間制限は行なわなかった。

　　表咽．形容詞「重い」の意味分類と用例

G）物理的・心理的に重量がある様子　②程度が高くて深刻な様子

語義 用例

荷物

⑦目方 石

〈基本義〉 体重

ドア

運動
②大量

食事：

雰囲気

気分
③i憂i轡

心

気

胃

頭
④不快感

まぶた

足取り

腰が重い
⑤慣用表現

口が重い

語義

⑥過酷

⑦璽大

⑧重要

⑨深刻

用例

罰金

処分

税金

罰

働
任

労
責

意味

任務

役目

副

題
位

問
地

意味

任務

役目

問題

病気

傷

意味

罪

問題

3．講査結累の統計的労析難とその考察

舗r歯建下等断』とr蕾建蔚覇断』の比の差

　「重い」に関する設問（1）～（30）において．「1。表せる」「2。たぶん表せる」と回答された

ものを「肯定的判断」．「3．たぶん表せない」と「4表せない」と回答されたものを「否定的
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物断」としてまとめ．「肯定的判断」と「否定的判断」との比率の差が有意であるかどうかに

ついて臨界比による検定を行なったところ、表2のような結果を得た。

　「肯定的物断」の比率が有意に高かったも　表窯．晴定的判断」「否定的判断」の比率の検定結果

のは、1％水準で順に「重い体重」「重い荷物」

「重い石」であり、いずれも基本義である

く目方〉に属するものであった。基本義の申

では「重いドア」のみが「肯定的物断」と

「否定的判断」との比率に有意差が認められ

なかった。

　6：heavゾを使って表すことのできない用傍

のうち．「否定的半蜥」の比率が有意に高かっ

たものは．1％水準で順に「重い地位」「口が

重い」「腰が重い」「重い意味」「重い役目」

であり．これらは正しく類推される傾向にあっ

たと言える。「口が重い」「腰が重い」はいず

れも慣用的表現であり比喩性の高い表現であ

るが、比喩性の高いものは日本語特有の表現

であるという糊断がなされた結果であると考

えられる。

　蔭heavゾを使って表：すことができる用例の

うち、「否定的判断」の比率が有意に高かっ

たものは、1％水準で順に「重い傷」「重い食

事：」「重いまぶた」「胃が重い」「重い足取り」

「重い問題」「重い労働」「頭が重い」、5％水

準で「重い任務」「重い罰」であった。

設問
ﾔ号

設　問
肯定的
ｻ断％）

否定的
ｻ断（％） CR

（D 重い雰囲気 4a44 引。野窃 ⑪．4⑪

② 重い罰金 4載33 5⑪お7 ⑪．13

（3） 重い地位 構。67 別。33 ⑭。33　＊＊

（4） 重い病気 55お6 44。韓 1。6お

⑤ 重い運動 4敬36 5364 1．⑪1

⑥ 胃が重い 33．33 ㊨㊨67 4、、⑭3　＊＊

（7） 重い気分 55。3㊨ 4464 醸、、54

⑧ 重：いドア 弱3㊨ 4464 竈。54

（9） 重い傷 25。藁菰 74。器 7。37　＊＊

（鱒） 頭が重い 尋⑪。器 弱。醸欄 盤お7　＊＊

（紛 璽い心 葡。㊨7 5333 ⑪。⑭3

（腰） 重い荷物 総。％ 鐙。⑪4 覧綱　　＊＊

（㈲ 重い食事 ⑳。鴻 7⑪。鍛 載⑪⑪　＊＊

（鱗） 重い責任 4a欝 馴。醸欄 ⑪27

（樹 重い石 償載駆 33。4呂 4。総　　＊＊

（ゆ 重いまぶた 調。％ ㊨a⑪黛 53⑪　＊＊

（η） 重い処分 44。8⑭ 茄。禰 灘。47

（構） 重い税金 44．⑪⑪ 5a⑪⑪ 173
（働 重い意味 艶甑7呂 7⑪。艶2 6。⑪⑪　＊＊

（2⑪） 重い任務 41．7⑪ 5a欝。 2。41　＊

（2D 重い体重 7⑪22 2甑78 ㊨、、⑪⑪　＊＊

（2黛） 重い罪 4容。2醸 5飢79 α47

（23） 重：い罰 42㊨⑪ 57．4⑪ 2。鱗　　＊

（24） 重：い役目 3244 ㊨7灘㊨ 52⑪　＊＊

（％） 黒い足取り 3㊨。⑪⑪ 麟。⑪⑪ 4』3　＊＊

（盤① 黒い問題 尋⑪。44 弱灘㊨ 盤£⑪　＊＊

（黛7） 気が重い 47。質 駿。雛 ⑪。欝⑪

（盤） 重い労働 4⑪。糾 騰襲。3嚇 黛。7⑪　＊＊

（⑳） 腰が重い 離調7 7a⑪3 a3⑪　＊＊

（3⑪） 口が重い 黛α羅4 7鼎。4艦 a乃　　＊＊

＊＊．臨界比は1％水準で有意（両側）

＊．臨界比は覇％水準で有意（両側）

3。2類推の零下と国藷・英語の三野．および辞書の使罵頻度との関係

　表3は国語・英語の成績、表4は辞書の使用頻度の結果をまとめたものである。国語・英語

の成績4が対象者の類推の傾向に影響を与えているかどうかについて．Kruskal　Wallis検定

を行なった結果、国語の成績についても英語の成績についても類推の傾向との問に有意差は認

められなかった。今回の調査に関しては、国語力、英語力があるかどうかは類推のされ方に影

響を及ぼす要因ではなかったと言える。

　英和・和英・英英辞書の使用頻度と類推の傾向との関連についても同様にKruskal　Wallis
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表3．国語・英語成績の集計表

1．大変よい 黛，まあまあよい 3．ふつう 4、あまりよくない 難．よくない 合　計 最頻値

英語の成績 殿（導。3⑳ 47（慧⑪佛） 釧（3a憾） 4嚇⑳馴） 3融（樵鼎① 飽4（鵬。⑪⑪） 3

国語の成績 13（騨4） 43（栂63） 剛（4a② 4黛（憶。鴛） 窯⑪⑲。13） 四十（1⑪⑪。⑪⑪） 3

「1．大変よい」～「5．よくない」の数値：は対象者数．（）は％を示す。

表4．辞書の使用頻農の集計表

1．よく使う 窯．時々使う 3。ほとんど使わない 4．全く使わない 合　計 最頻値

英和辞典 34（褥。綿） 7容（34。雛） 嚇3（盤。13） 49（盤1。働 鍛4⑳α鋤 盤

和英辞典 黛⑪⑱。響3） 乃（33。4縁） 7嚇（33勲3） 騒3（器量） 麗4（1⑪⑪。⑪⑪） 3

一子辞典 3（1。3羅） 嚇（慧。鋤 駆（鐙⑪1） 褥叙礁鮪） 麗3（臆⑪。⑪⑪） 4

　　　　　　　　　　　　　「1．よく使う」～「4．全く使わない」の数値は対象者数．（）は％を示す。

検定を行なった結果、いずれの辞書の使用頻度についても類推の傾向との問に有意差は認めら

れなかった。二陣辞書の場合は使用している対象者がほとんどみられなかったため、検定をす

る以前の問題として類推の傾向との関係を検討すること　表5．学年による差の検定

ができなかった。英和・和英辞書については今回の調査

では使用頻度のみを問い、使用法については問わなかっ

たが．高校生の通常の辞書使用としては、不明な語彙や

表現を調べることが中心であると考えられる。有意差が

認められなかったことから、通常の辞書使用が「重い」

の語義習得に直接的には役立っていなかったと考えられ

る。辞書の使用と語義の習得との関係についてはさらに

詳しく調査する必要があると考えられる。

3。3二二による比較

　「重い」に関する（1）～（30）すべての設問に対し、学

年によって類推のされ方に差があるかどうかの検定を行

なった。表5はKruskal　Wallis検定の結果を示したも

のである。5％水準で有意差が認められたのは「重い荷

物」「重い石」「：重い体：重」「重いドア」「重い運動」「重

い気分」「重い足取り」「重い罰金」であった。それ以外

の用例では学年による有意差は認められなかった。

　有意差が認められた8例のうち．4側が基本義であっ

たが、「重い石」「重い体重」は学年が上がる毎に、「重

いドア」「重い荷物」は3年次において「否定的料断」

設問
ﾔ号 設問

カイ艶

謦l
漸近有
ﾓ確率

（D 重い雰囲気 黛。5ア2 α2ア㊨

② 重い罰金 a3盤 ⑪。⑪4囎

（3） 重い地位 ⑪。5㊨⑪ ⑪。乃㊨

（4） 重い病気 ⑪。43懸 ⑪。8⑪欝

⑤ 奮い運動 ㊨£37 ⑪，⑪33

⑥ 胃が重い α5馴 ⑪フ44

（7） 璽い気分 7。⑪刀 ⑪。⑪盤⑭

⑧ 重いドア a6鱗 α037

⑨ 重い傷 黛。鴛7 ⑪。欝葡

（ゆ 頭が重い α5鱗 α773

（嘱D 重い心 醸フ駆 ⑪。4嘱3

q2） 重い荷物 a7㊨5 α⑪34

（㈲ 重い食事 3。艦総 ⑪。褥欝

（鱗） 重い責任 畷。瑚⑪3 ⑪。5乃

（働 重い石 7。薄闇 ⑪。⑪⑳

（総） 重：いまぶた 2⑪劉 ⑪。3㊨㊨

（17） 重い処分 4』7⑪ ⑪』24

（憾） 亡い税金 3，45⑪ ⑪。η呂

（ゆ 重い意味 α3⑭償 α呂2⑪

Q⑪） 重い任務 黛。羅舗 ⑪。器鋼

（2D 重い体重 ao75 αo聡
（鍛） 重い罪 嘔。糾㊨ ⑪。4舗

（23） 重い罰 唾。3⑪5 α52禰

（鱗） 重い役目 ⑪。二二 ⑪。鱗7

（25） 重い足取り a鴛2 α⑪45

（黛⑳ 重い問題 野。懸⑳ ⑪。⑪駝

（27） 気が重い 5。鴛5 ⑪，⑪74

（％） 重い労働 3。37お ⑪。綿難

（盤⑭） 腰が重い 5。7引 ⑪。⑪5㊨

（3⑪） 口が重い 3，⑪73 α2驚

（K購k副W瀟＄検定．クループ化変数1学年）
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の割合が高くなっている5。基本義は最も阜い時期に習得され．定着するものであると仮定す

ると、この結果は仮定に反する。このような現象が他の語についても起こり得るのかどうかに

ついて．今後さらに調査を行なう必要があると考えられる。

3。4カテゴリー内の根関関係

　表1で示した「重い」に関する9つの意味カテゴリー内において、用例の類推のされ方にど

のような関係があるかを分析するためにPearsonの相関係数を求めた。表6はカテゴリー内

における用例間の相関関係を示したものである。

　いずれのカテゴリーにおいても、用例問の相関がほとんどの場合1％水準において有意であ

り．相関があると言える。

　カテゴリーごとの特徴は以下の通りである。

⑦目方（基本義）

　　基本義においては「荷物」と「石」の相関係数が0。708と最も高く．次いで「体重」と

　「石」が0。684と高かった。他のカテゴリーと比較して用例問の相関係数が全て0．、5以上で

　あり．類推のされ方に強い相関があることが特徴として挙げられる。

②大量

　　このカテゴリーは用側が2例のみであるが．「運動」と「食事」の相関係数は0256であ

　り、類推のされ方には弱い相関が認められた。

③憂馨

　　用例の全てに有意な相関が認められた。「気分」と「気」は類語であり．相関係数は0。541

　とカテゴリーの中で最も高い値であった。次いで「気分」と「雰囲気」の相関係数が0。500．

　「気」と「雰囲気」が0。477と高い値を示していた。「心」は他の3例との相関が相対的に弱

　く、対象者が「気分」「気」との類語として「心」よりも「雰囲気」を近い概念として認識

　していたことを示している。

④不快感

　　「頭」「胃」など、いずれも体の部分を指す用例であるが．鼎列間の相関は相対的に弱く、

　相関係数は「まぶた」と「足取り」の0363がカテゴリー内での最も高い値であった。

⑤慣用表現

　　「腰が重い」と「口が重い」の問の相関係数は0。532であり、強い相関が認められた。④

　のカテゴリーにおいて体の部分相互の相関が弱かったことから．この場合も、「口」と「腰」

　という体の部分としての相関ではなく、両者ともに比喩的な表現であることが強い相関を示

　した理由であると考えられる。
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表㊨．カテゴリー内における相関

（1）物理的・心理的に重量がある様子

⑧ドア （籏）荷物 （得）石 ②）体重

⑱）ドア 1 ．窃21＊＊ ．窃23＊＊ ．51＄＊＊

（鞭）荷物 1 ．7⑪豊＊＊ ．創難＊＊

（15）石 1 ．㊨呂4＊＊

（⑳体重 1
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⑦目方

く基本義〉

②大量

③憂欝

④不快感

⑤慣用表現

⑤運動 （欝）食事

⑤運動 1 。飾蔭＊＊

（13）食事 1

（D雰囲気 ⑦気分 （紛心 （黛わ気

（D雰囲気 1 ．邪⑪⑪＊＊ ．344＊＊ ．477＊＊

σ）気分 1 ．4⑪1＊＊ ．541＊＊

（11）心 1 ．3総＊＊

（盤7）気 1

⑥胃 qの頭 （怖）まぶた 伽）足取り

⑥胃 1 ．3⑪3＊＊ ．刻8＊＊ ．黛⑪⑪＊＊

（1⑪）頭 1 ．盤⑪欝＊＊ ．1認＊

（裕）まぶた 1 ．3㊨3＊＊

（25）足取り 1

（⑳）腰が重い （3⑪）口が重い

（二二が重い 1 ．邪3盤＊＊

（3⑪）農が重い 1

②程度が高くて深刻な様子

⑥過酷

⑦重大

⑧重要

⑨深刻

（2）罰金 （17）処分 （1鋤税金 （23）罰 （2鋤労働

②罰金 1 ．盤鼎難＊＊ ．3鍵＊＊ ．3％＊＊ ．驚鼎＊

（17）処分 1 ．515＊＊ 。44霧＊＊ ．3⑪㊨＊＊

q鋤税金 1 。4盤融＊＊ ．欝盤＊＊

（黛3）罰 1 ．鍛3＊＊

（2鋤労働 1

（14）責任 （働意味 （2の任務 （22）罪 （24）役目 （2①問題

（14）責任 1 ．舗騒＊＊ 。44欝＊＊ ．4茄＊＊ 。4⑪㊨＊＊ ．盤窃4＊＊

（働）意味 1 ．黛乃＊＊ ．1得 ．3黛3＊＊ ．黛釧＊＊

（鋤任務 1 。4働＊＊ 。44隷＊＊ ．器騒＊＊

（差）罪 1 ．343＊＊ ．227＊＊

（24）役目 1 ．3⑪㊨＊＊

伽）問題 1

⑧地位 備）意味 （鋤任務 伽）役目 伽）問題

（3）地位 1 ．34⑪＊＊ ．黛3艶＊＊ ．3㊨4＊＊ ．黛茄＊＊

（鋤意味 1 ．盤7ゆ＊＊ ．3欝＊＊ ．盤創＊＊

（鋤任務 1 ．443＊＊ ．器難＊＊

（24）役目 1 ．3⑪㊨＊＊

㈱）問題 1

（4）病気 ⑲）傷 備）意味 （塑）罪 伽）問題

（4）病気 1 ．2勲3＊＊ ．驚3＊ ．3鱗＊＊ ．327＊＊

⑲）傷 1 ．2窃3＊＊ ．2⑪⑭＊＊ ．22騒＊＊

（謝意味 1 ．1驚 ．盤創＊＊

（22）罪 1 ．227＊＊

伽）問題 1

（　）内は設問番号．＊＊．1％水準で有意（両側）．＊．5％水準で有意（両側）
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⑥過酷

　　「処分」と「税金」の相関係数が0．515と最も高く．強い相関が認められた。次いで「処

　分」と「罰」の相関係数が0。448、「税金」と「罰」が0。428と高かった。「罰金」と「労働」

　の相関係数は0。159と：最も低かった。

⑦重大

　　「責任」と「羅」の相関係数が0。455と最も高く．強い相関が認められた。次いで「責任」

　と「任務」の相関係数が0。448、「任務」と「役目」が0。443と高かった。「意味」と「罪」

　の間には相関は認められなかった。

⑧重要

　　このカテゴリーは「地位」を除いてはく重大〉のカテゴリーと鼎列が重なっているため．

　「地位」に関してのみ言及すると．最も相関係数の値の高かったのが「地位」と「役目」の

　0364、次いで「地位」と「意味」の0340であり、いずれにしてもそれほど高い相関は認

　められなかった。

⑨深劾

　　「意味」と「罪」に相関が認められない以外は．全体的に弱い相関が認められた。「病気」

　と「傷」の相関係数は0。293であり．類義であるにも関わらずそれほど強い相関は認められ

　なかった。

3黙カテゴリー外の絹関閣係

3。環塞ホ義との蘭係

　カテゴリーの異なる用一間の「表せる」「表せない」の類推の傾向をみるために．「1、表せ

る」と「2．，たぶん表せる」と回答されたものを「肯定的判断」としてひとつにまとめ．「3．

たぶん表せない」と「4．表せない」と回答されたものは「否定的三門」としてまとめ、「肯定

的料断」と「否定的料断」の間の相関係数を求めた。

　基本義の4つの用例との相関が有意であるものは表7の通りである。

　「まぶた」と「荷物」・「石」の問に、また「罰金」と「荷物」の問に5％水準での有意な

正の弱い相関が認められる以外は．全て負の相関を表している。このことは基本義の概念から

弛の概念への類推が行なわれなかったことを意味するだけでなく、基本義において「表せる」

と物断した人ほど「雰囲気」「気分」「心」「処分」「税金」「責任」「意味」「役目」の用例につ

いては「表せない」と糊断ずる傾向が．弱いながらもみられたことを示している。他の用例に

ついても基本義との問には有意な相関はなかったが．負の傾向性を示すものが多くあり．上に

挙げた用例のみに限った現象ではないと考えられる。
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表ア．基本義との相関関係

③ ④ ⑥ ⑦ ⑦⑧ ⑦⑧⑨

（1）雰囲気 ⑦気分 （紛心 ㈹激ぶた ②罰金 （1γ）処分 （櫓）税金 （韓）責任 （鱗）役圏 （勘意味

⑧ドア 一。2⑪⑭＊＊ 一。24⑪＊＊ 一。盤23＊＊ 一。1駆＊ 一．得5＊ 一。173＊ 一。綿ア＊＊ 一。137＊

（臆）荷物 一．驚4＊ 一。驚㊨＊ 。鱗3＊ 。137＊ 一。結玉＊ 一。η3＊＊ 一。211＊＊

⑦
（樹石 一。怖融＊ 一」乃＊ホ 。13邪＊ 一。1囎ホ 一。綿嚇＊＊ 一」麗＊ホ

（2D体重 一。213＊＊ 一。14盤＊ 一。2沿＊＊

丸数字はカテゴリー番号．（　）内は設問番号．＊＊．咽％水準で有意（両側）．＊．騒％水準で有意（両側）

3戴2その弛の根関関係

　「肯定的料断」と「否定的料断」の問で最も強い相関を示したものは．「罪」と「罰」であ

り．相関係数はO。714であった。「羅」と「罰」とは意味的には因果関係を表し．「重い」との

意味的なつながり方もく重大・深刻〉とく過酷〉のように異なっている。従って、「重い羅」

が表せるから「重い罰」も表せるだろう（もしくはその逆）ど類推することには意味的に無理

があるように思われる。しかしながら「罪と罰」は一対で使用されることも多く．認知的距離

感が非常に近い語である。この認知的距離感が類推の際に強く働き．「重い」との本来の意味

関係を考えることよりも優先されたのではないかと考えられる。

　また、「羅」は弛のく過酷〉の用例との相関も認められ、「処分」との相関係数は0。406．

「税金」とは0。352．「罰金」とは0。327であり、いずれも有意な値であった。

　「責任」は「羅」と同様．〈重大〉の凧例であるが．〈過酷〉の凧例である「処分」との相

関係数は0356、「罰」とは0332、「税金」とは0312であり．カテゴリーを越えた有意な相関

が認められる。また〈憂諺〉の野州である「雰囲気」との問にも有意な相関が認められ．相関

係数は0．、357であった。

羅．濠と：め

4．響侮が類雄の墓準となっているか

4・舗カテゴリーの概念

　今回の調査では、カテゴリー内ではほとんどの凧例の間に相関が認められた。このことから．

対象者は類推をする際に1つひとつの用例を個別的に半課しているのではなく、類推の手がか

りとして．意識的か無意識的かは明らかではないが．カテゴリーという概念を用いていると考

えられる。

　Prototype理論によれば、カテゴリーの構成はprototype（典型例）を中心に、それとの類

似性のリンクを介して周辺に拡張していき、それに伴ってカテゴリーの成員としての典型度も

段階的に低くなっていくとされている（Rosch，1975）。またカテゴリーの境界はファジーで
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あり、他のカテゴリーともネットワーク状につながっているとされている（Lakoff，1987，

Taylor，1989，山梨．2000）。今回の調査結果では．同一カテゴリーに属する用例であっても

回答の傾向や凧例問の相関の強さに差がみられた。この差がカテゴリーの成員としての典型度

に比例すると仮定すると、本調査で扱った用例の中での各カテゴリーにおけるプロトタイプ的

な成員は．次のようなものであると考えることができる。

（1）物理的・心理的に重量がある様子

①〈目方〉荷物、石、②〈大量〉運動、③〈下痢〉気分、④〈不快感〉頭

（2）程度が高くて深刻な様子

⑥〈過酷〉罰金．⑦〈重大〉責任．⑧〈重要〉任務．⑨〈深刻〉病気

4．穏スキーマの概念

　基本義において「1、表せる」．「2、たぶん表せる」と回答した対象者を合計し比率を算出す

ると．「体重」が7022％、「荷物」が66。96％．「石」が66。52％であるのに対し．「ドア」は55。3

6％にとどまった。この結果をプロトタイプ理論に照らし合わせて考えると、基本義を構成す

るカテゴリーにおいて．「ドア」は他の3例と比べて最も典型度の低い成員であると言える。

　「重い」のようなそれ自体が概念的なカテゴリーの場合．典型度を決定している要因はスキー

マの概念6を用いて説明することができると考えられる。スキーマとは過去の経験や外部環境

についての構造化された知識であり、変数を持ち、具体的な知覚的要素から行動系列．プラン．

物語の筋書きのようなものまで．あらゆる抽象度の情報を網羅するものであるとされている。

「重い」にはその変数として「対象物」とそれを重いと感じる「主体」の情報が不扉欠である。

「主体」が重いと感じるのは、典型的には「持ち上げる」という行為．または「計測された重

さを観察する」という行為を通してである。「重い」という概念が提示されると、それらのス

キーマがデフォルト値として活性化され．それに対応する「荷物」「石」「体重」などは

毒heavゾに対しても適用するという料断をもたらすと考えられる。一方「ドア」から活性化さ

れるスキーマは「押す／引く」という行為であり、「重い」のスキーマのデフォルト値とはズ

レが生じる。このズレが毒heavy’に対しても適用できるかどうかの半蜥を下す過程において．

弛の3例との間に回答の比率に差が現れたと考えられる。

　また．今回の調査ではカテゴリーを超えた相関が認められたが．それについてもスキーマの

概念によって説明が可能であると考えられる。／列えば、「罪」と「罰」は一対の概念であると

考えられ、変数として「罪」「罪を犯した人」「罰する人」を持つ。そしてデフォルトとして

「罪を犯せば罰が与えられる」という困果関係のスキーマが存在すると考えられる。このスキー

マが活性化されると．それに関連する一連のスキーマ．例えば「羅を犯した人は．処分され．
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罰金を支払う」などが活性化され．「罪」→「罰」→「処分」→「罰金」のように類推のリン

クが拡張されたのではないかと考えられる。

　「責任」についても、「責任」「責任を負う人」「評齢する人」という変数、そして「責任を

果たせなければ処分される／罰が与えられる」といったスキーマが活性化され、「責任」→

「処分」→「罰」のようにリンクされたのではないかと考えられる。

　一方、同一カテゴリーの中でも相関の弱かった〈不快感〉においては．用例問の意味的なつ

ながりは「互いに体の部分を指す語である」というカテゴリー的なつながりであり、スキーマ

的なつながりではないと言える。「頭」「胃」などがスキーマ的なつながりではないために、類

推のされ方に強い相関が認められなったとすれば、このことからもスキーマの概念が類推に影

響を与える要因であるとされる。

42第黛欝語習得への四二

　従来の言語学習はトップダウン的にまず規則が存在し．すべての学習が当期との関連におい

て進められてきた。一方、認知科学の分野では．言語習得に対しボトムアップ的なアプローチ

を重視している。すなわち．それは．具体的な事例からスキーマ抽出を行い、それを一一般化し

て他の事例にもあてはまることを予測し．適用するというプロセス。そして適用できない事例

が出現すると、スキーマの拡張を行い新しい事例を規定していく．というプロセスである（山

梨2001）。一般に．子どもの母語習得のプロセスにおいては．過剰一般化（overgenerali猛ation）

という現象が趨こることがある。既習の規則があると．それが適用されないものにまで類推に

よって過剰にその規則を適用しようとすることであり、それは舞親や周囲の大人たちからの指

摘を受けることにより修正されていく。これはボトムアップ的なスキーマ拡張プロセスの一例

であると言える。この現象は．一般的には、外国語習得にも起こりやすいとされているが．今

回の調査においては過剰一般化の現象はみられず．むしろ．「表せる」ものまで「表せない」

と半蜥する表現控え．毒he斜ゾの意味範囲の過小三舎という現象が起こっていた。また、基本

義と弛の用例との問に認められた負の相関は．基本義を学べばそこからの類推によって自然に

他の意味へのスキーマ拡張が行なわれるわけではないことを示している。さらに．基本義の4

例について、学年が上がるごとに「表せる」の比率が減少していたことは、既習のスキーマで

あってもその後の活用状況によっては定着度が低くなる危険性があることを示している。

　スキーマ拡張のためには．まず多くの事例に直面することが必要と考えられる。しかし現実

には、英語教育のカリキュラムの申では時間的制約、教授・学習材の制約などがあり、スキー

マの拡張ができるほどの事例を学習することは難しい状況にある（青谷，1992，柴田＆青谷，

1994）。そのような状況の中で、効率的にスキーマ拡張を促すための手段として、各カテゴリー

のプロトタイプ的な事例の提示や．母語にとって構築されているスキーマの応用が有効的であ
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る可能性が高いという知見が今回の調査結果により得られた7。

謝辞　愛知二野大学経営学部の飯田博先生には、データ処理の段階で多大なご指導をいただき

ました。末筆ながら心よりお礼を申し上げます。

＜注＞

1．「現代形容詞活用辞典』における意味記述に基づいて行なった。また語の意味の拡張は多義（類似性）

　　のリンクを介して関連づけられており（Lakoff，1987，　Taylor，1989，山梨，2000）、それぞれの語義の

　　境界線はファジーなものである。従って、文脈によって複数の解釈が可能な用例については、複数の

　　カテゴリーに分類した。

2．具体例は辞書の例文として出現頻度の高いものから採用した。また、具体例のうち‘heavy’で表す

　　ことができないものは「目が重い」「腰が重い」のような比喩的表現。「重い意味」（important

　　meaning）、「重い一日」（vital　role）．「重い地位」（important　position）、「重い病気」（serious

　　disease＞である。また「重い任務」．「重い問題」はそれぞれ‘heavy　task’、‘heavy　problem’とした

　　場合、「園難な任務」、「園難な問題」の意であり、日本語の意味とはずれが生じる。しかし今回の調

　　査の重要な日的は「重い」の意味ネットワークを分析することであり、正答率の分析ではないため、

　　このような用例も調査の対象とした。

3、統計資料のうち、Kruskal　Wallis検定および無相関検定についてはSPSS　for　Wi慮GW＄；猟se

　　system，　Categories，　Advanced　Modelを利用した。

4．被験者の自己申告による。

5、（資料2）参照。

6．研究者によってはフレーム．スクリプトという用語で呼ぶ場合もある。

7．本アンケートに信頼性分析を実施すると．信頼係数（Alpha）はO．8481と高い数値が得られ、信頼性

　　の高いアンケート調査が行なわれたものと判断できる。
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（資料D

　このアンケートは、語彙の習得に関する研究に役立てるものです。この目的以外には使用しませんので、

辞書や参考書は一切使わず、あなたが感じたものに1つだけ○を付けてください。

1
2
3
　
4

5
6
7
　
8

あなたの性別は 1男　　2女
あなたの学年は　　l　l年生　　　2　2年生　　　3　3年生

あなたの現在の英語の成績は

　　　　1　大変よい　　2　まあまあよい　　3　ふつう　　4　あまりよくない　　5よくない

あなたの現在の国語の成績は

　　　　1　大変よい　　2　まあまあよい　　3　ふつう　　4　あまりよくない　　5よくない

あなたは英和辞典を　1　よく使う　2　時々使う　3　ほとんど使わない　4　全く使わない

あなたは和英辞典を　1　よく使う　2　時々使う　3　ほとんど使わない　　4　全く使わない

あなたは英英辞典を　1　よく使う　2　時々使う　3　ほとんど使わない　　4　全く使わない

次の（1）～（3のを英語で表現した場合、下線部が砿heavゾで表せるかどうかについて、「1表せる」、

「2たぶん表せる」、「3たぶん表せない」、「4表せない」のいずれかに○を付けてください。

（1）重い雰囲気

（2）重い罰金

（3）重い地位

（4）重い病気

（5）重い運動

（6）　胃力翼重し、

（7）重い気分

（8）重いドア

（9）重い傷

（10）頭が重い

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

1表せる

〈不快感のこと〉

（11）重い心

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

4

4

4

4

4

表せない

表せない

表せない

表せない

表せない

表せない

表せない

表せない

表せない

表せない

表せない
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（12）重い荷物

　　　　　　　1表せる

（13）重い食事

　　　　　　　1表せる

（14）重い責任

　　　　　　　1表せる

（15）重い石

　　　　　　　1表せる

（16）重いまぶた

　　　　　　　1表せる

（17）重い処分

　　　　　　　1表せる

（18）重い税金

　　　　　　　1表せる

（19）　重鳥、意味

　　　　　　　1表せる

（20）　重鳥、任務

　　　　　　　1表せる

（21）重い体重

　　　　　　　1表せる

（22）重い罪

　　　　　　　1表せる

（23）重い罰

　　　　　　　1表せる

（24）重い役目

　　　　　　　1表せる

（25）重い足取り

　　　　　　　1表せる

（26）重い問題

　　　　　　　1表せる

（27）気が重い

　　　　　　　1表せる

（28）重い労働

　　　　　　　1表せる

（29）　矧要力量重し、

　　　　　　　1表せる

（30）目が重い

　　　　　　　1表せる

〈無精でまめに動かない〉

〈言葉数が少ない〉

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

2たぶん表せる

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

たぶん表せない

い
い
な
な
せ
せ
表
表

い
い
い

な
な
な

せ
せ
せ

表
表
表

い
い
い

な
な
な

せ
せ
せ

表
表
表

い
い
い

な
な
な

せ
せ
せ

表
表
表

いなせ表

い
い
い

な
な
な

せ
せ
せ

表
表
表

い
い
い

な
な
な

せ
せ
せ

表
表
表

いなせ表
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（資料の 学年別集計表

設問
ﾔ号

設問 学年 1．表せる 2．たぶん表せる 3．たぶん表せない 4．表せない 合計 最頻値

醐 171盤1麗） ％1鱗。働 鍛（盤7。鋤 驚1縮鱒） 鴻1鵬。⑪⑪》 盤

盤 欝117。邪71 裕1霜露） 器（欝7。繍41 η1轟轟71 7411⑪⑪⑳） 難
ω 重い雰囲気

3 穆1鐙鋤 響｛窯㊨。鋤 盤⑪偉〃鋤 141憶。44） η｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎

合計 4懸1既7鋤 麟⑪1鎗働 70（訓，購 4嚇1鎗441 麗騒1鱒⑪，⑪⑪｝ 黎

翻 22《27。鋤 盤41欝⑪。餓） 盤4（鎗3欝） 鼎《11。鋤 7911⑪⑪。⑪⑪） 欝

2 11114。絢 沿125。働 2913⑭。働 得12⑪。271 7411⑪α⑪⑪1 3
1黛） 重い罰金

3 怖122。22） 1912㊧。39》 2呂13a鋤 9112。5⑪） 7211⑪⑪。⑪⑪》 3

合計 4襲1二面。7鋤 戯｛慧7。意義 斜1鐙働 欝31韓。働 鍵難｛鱒⑪船1 欝

咽 313。鋤 駅11。鋤 41（引。勲⑪1 黛㊨132。鋤 乃ll⑪⑪。⑪⑪1 3

2 51a7嚇1 駅鞭。働 35（47。3⑪1 筋133。勘 7411⑪⑪，⑪⑪1 3
（3） 重い地位

3 314」7》 欝1縮。働 34（47。箆） 塑13⑪弱） η1鵬。⑪⑪》 欝

合計 綱｛4。鋤 鱗1臓7鋤 櫛14a鋤 7欝｛鍛。轟4｝ 獅1璽⑪⑪鋤 欝

調 ⑳偽。覇 器｛黎㊨。鋤 憾（1駄4鋤 141綿。縮） 万｛1⑪⑪。⑪⑪） 窯

盤 2⑪《27。⑪31 綿124。欝2） ％（舗。14） 1⑪《13。駒 7411⑪⑪。⑪⑪） 欝
㈹ 重い病気

3 14⑲。721 盤4133。＄⑪1 2513騒。鋤 呂111。271 7111⑪α⑪⑪1 3

合計 騒41艶4。鋤 フ駅亭獅欝1 嚇嚇⑳，ア31 鍛1鱗。4η 麗盤1重⑪α働 盤

閣 12115。5呂） 19124。働 231餓呂7） 2312勲。呂7） 7711⑪⑪。⑪⑪》 3

黛 1⑪114。⑱ 侶偽。351 黛7（38。⑪3） 輪耀。54） 71｛1⑪⑪。⑪⑪1 3
働 璽い運動

3 η1盤3。鋤 準準13alll η偉3。創1 鞭1輸。働 7211⑪⑪，⑪⑪1 黛

合計 鐙l17。73｝ ㈱1器。鱗》 嚇7㈱葡1 馴1餓⑱ 鍛Ol鴇α働 欝

調 111欝。麗1 臆1騰。勘 舘（41。771 欝1⑳。111 ηll⑪⑪⑳） 難

盤 111鱗。鋤 撚⑳。盤7） 盤豊（鎗。勘 綿1％。働 7411⑪⑪⑳） 難
㈹ 胃が重い

3 11晒。器） 繕⑳。鍵） 即（隷7。鋤 穆1鐙鋤 η｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎

合計 総114崩 4烈櫨働 ＄釧3舗覇 創1窯7鱒 泌1鱒α⑪⑳ 蒙

1 17121，521 盤413⑪。3鋤 2913㊨。711 9111，391 7911⑪α⑪⑪1 3

2 121輸。44） 黛213⑪。14》 2㊨135麗） 13117。鋤 7311⑪⑪。⑪⑪》 3
の 重い気分

3 侶1艶5。⑪⑪） 31｛43。⑬ 1轡⑫a鋤 415。5嚇 7烈1⑪⑪。⑪⑪1 黛

合計 47⑳。働 77｛欝4。認1 741鎗⑪41 欝綱。働 鍵4｛鱒⑪船1 慧

咽 ⑳13縮。71｝ 綿1差。7鋤 22（刀。鋤 1⑪112。鋤 乃ll⑪⑪。⑪⑪1 咽

盤 盤㊨13騒。麗） ⑳1盤7。4⑪》 13（1731） 鱗⑲。縮） 731鵬。⑪⑪》 咽
（欝1 重いドア

欝 騰⑳。鋤 裕1差。差） ％（欝4。η1 裕1塑。鋤 ηll⑪⑪⑳） 難

合計 7⑪1鋼。鋤 騒41餌。購 麟。（欝澱1 4⑪l17。絢 麗41鱒⑪，⑪⑪｝ 竃

翻 鼎《11。鋤 怖12⑪。騰） 34（礁⑪4） 2⑪《25。鋤 7911⑪⑪。⑪⑪） 欝

盤 4《5。4鋤 11115。⑪7） 3㊨（轟轟 22《3⑪。141 7311⑪⑪。⑪⑪） 舞
働 重い傷

3 5σ，⑪41 111得。4鼎1 351礁3⑪1 2⑪12a171 7111⑪α⑪⑪1 3

十号 綿la鋤 認｛艦7偶1 櫛14フ働 齪1窯7鋤 黛窯3｛艦oo。001 欝

咽 鞭115。働 艶1｛黛a5呂1 33（41。7フ） 1311㊨。4㊨） 7轡｛1⑪⑪。⑪⑪1 3

2 駅12。輪｝ 艶⑪1黛7。⑪31 3⑪（4⑪。541 驚1盤⑪27｝ 7411⑪⑪，⑪⑪1 3
d⑪） 頭が璽い

3 1⑪113。鋤 ⑳1盤刀欝》 3⑪（4鳩7） 穏総。嚇7） η1鵬。⑪⑪》 欝

合計 釧1欝。7鋤 引1盤フ。荊》 騒欝14翫鋤 憩l17。7鋤 鍛騒1鴇α働 欝

調 1⑪1鴛。働 餓燭。44） 盤窃（鍵。釧1 騰11a働 ηll⑪⑪⑳） 盤

盤 1⑪113。馴） 盤⑪｛窯フ。働 器（隷7。お4｝ 1㊨1鋼。麗） フ4｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎
（11） 重い心

3 14《19。441 欝1欝1。舗 盤3（訓。94） 12《樵㊨71 7盤11⑪⑪。⑪⑪） 2

合計 欝41職質1 フ重1欝論義 アア1342慧1 4難1漁質1 麗轟1重⑪α働 欝

閣 3714㊨。鋤 19124。⑪5》 1511a鋤 呂11⑪。13） 7勲ll⑪⑪。⑪⑪》 調

2 35147。95） 黛⑪127。4⑪》 1⑪1137⑪） 呂11⑪。9㊧） 7311⑪⑪。⑪⑪》 調
（艘） 盤い荷物

3 黛4133。33） 15｛黛⑪。831 黛⑪⑫〃8） 131綿。⑱ 7烈1⑪⑪。⑪⑪1 醐

白重 寸寸14裳鋤 製伽覇 娼⑳働 裳駅鴛蕊｝ 鍛轟1鶴α働 灘

醐 71a総》 裕⑳。％》 盤㊨（3鱒1） 鎗137。勲7） 鴻1鵬。⑪⑪》 4

盤 111鱗。鋤 1⑪l13。引） 舗（47。鋤 鴛1盤4。鋤 7411⑪⑪⑳） 難
（欝） 重い食事

3 駅鴛。鋤 14⑲。44） 3窃（騒α鋤 欝1綿。⑪㊨） η｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎

合計 盤71臓。鋤 4⑪1竃〃隷｝ 勲7（礁購 創1窯7。鋤 麗騒1鱒⑪，⑪⑪｝ 黎

翻 14《1〃21 騰1欝1。働 盤7悩。綿） 13《樵4㊨1 7911⑪⑪。⑪⑪） 欝

2 141綿。鼎21 綿124。321 3⑪14⑪，541 121樵221 7411⑪α⑪⑪1 3
1141 重い責任

3 怖122。22） 黛313博4》 2213⑪。5㊨） 11115。2呂） 7211⑪⑪。⑪⑪》 2

合計 44⑲。騒欝｝ 礁倒⑳。鋤 沿燭、鞘 舘1総。⑪⑪｝ 鍵難｛鱒⑪船1 欝

咽 4⑪15⑪。嚇3｝ 171鉱駿1 14（1刀恥 呂櫛。鋤 乃ll⑪⑪。⑪⑪1 咽

2 ⑳1鎗73｝ 差13⑪。鱗1 14（簸縮1 呂櫛。鋤 7311⑪⑪，⑪⑪1 咽
（働 重い石

3 ⑳1盤〃露） 猶⑳。17》 沿（鎗鋤 穏総。嚇7） η1鵬。⑪⑪》 盤

合計 綿｛舗。7欝｝ 露⑪1％勘 尋7⑳。盤1 器｛鴛。鋤 伽1璽⑪⑪鋤 璽
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調 1⑪1鴛。働 鋼1鎗騒お） 盤豊（舘。711 綿1盤4。働 ηll⑪⑪⑳） 難

盤 51㊨鱗） 繕⑳。鍵） 3盤（44。44｝ ⑳1盤〃露） η｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎
（怖1 重いまぶた

3 鼎《1盤。㊨81 11115。4勲） 33幽。4欝） 18《25。鋤 7111⑪⑪。⑪⑪） 欝

合計 裳41瓢鋤 471飢1ハ 麟14没。341 騒71窯轟働 裳鍛1鱒α⑪⑳ 蒙

1 1⑪112。働 盤⑪125。321 33141，7ア1 裕12⑪。251 7911⑪α⑪⑪1 3

2 13117。57） 1呂124。32》 2㊨135。14） 17122。97） 7411⑪⑪。⑪⑪》 3
（1フ） 盤い処分

3 鞭11㊨。働 器｛3呂。鋤 黛3（31。轡4） 嚢11黛。5⑪） 7烈1⑪⑪。⑪⑪1 黛

欝欝 3難1褥。輸 礁嚇齢働 麗1舘鴻勢 覗⑱。鋤 獅1鶴α働 3

醐 1買13麗） 盤⑳。11》 34（43。⑪4） 1買13麗） 鴻1鵬。⑪⑪》 欝

盤 穏総。塑） 綿1盤4。鋤 飾（33フ豊） 働1％。働 741鵬。⑪⑪》 欝
（1欝） 重い税金

欝 騰⑳。鋤 ⑳1盤7。7お） 欝⑪（4樗71 7但η） ηll⑪⑪⑳） 難

合計 鎗1幡。鋤 醐1盤7。購 欝欝㈹欝1 黎71幡。441 欝欝1鱒⑪，⑪⑪｝ 黎

翻 5《㊨。鋤 盤2127。額） 鍵（4⑪。51） 2⑪《25。鋤 7911⑪⑪。⑪⑪） 欝

2 呂11⑪。鋤 1411a働 2913⑭。働 23131。⑱ 7411⑪α⑪⑪1 3
1働 重い意味

3 719。72》 11115。黛呂》 3呂15黛7霧） 怖122。22） 7211⑪⑪。⑪⑪》 3

禽計 黛Ola鋤 47｛黛。鋤 騒騒幽⑪恥 難叙窯㊨鋤 黛窯騒｛艦oo。001 欝

咽 11113。麗） 艶1｛黛a5呂1 35（44。3⑪） 鞭115。働 7轡｛1⑪⑪。⑪⑪1 3

2 輪1猶。鍵｝ 艶⑪1黛7。4⑪1 27（3㊨鱒1 1⑪113。7⑪｝ 7311⑪⑪，⑪⑪1 3
（⑳） 重い任務

3 1⑪1鱗。⑱ 驚1灘。欝》 34（47。鋤 穏総。鋤 711鵬。⑪⑪》 欝

合計 欝7｛輪鋤 騒叙鮪鱒 ⑪裾礁翰 欝4｛繕。鋤 撚1璽⑪⑪鋤 欝

調 44㈹。7⑪） 繕｛漁船） 14（1〃恥 ㊨σ鷺） 沿｛1⑪⑪。⑪⑪） 咽

盤 舗147。鋤 綿｛窯4。鋤 駅鴛」㊧ 鴛1怖。鋤 フ4｛1⑪⑪。⑪⑪） 咽
（鋤 重い体重

3 24《33。鋤 盤21欝⑪。驕） 17（盤。創） 鼎《1篇⑪1 7盤11⑪⑪。⑪⑪） 1

合計 締難14轟。7鋤 騒騒1盤4。441 4011フ，ア鋤 盤7雌。鋤 麗轟1重⑪α働 重

閣 2⑪125。32） 1呂1227呂》 3113甑24） 1⑪112。働 7勲ll⑪⑪。⑪⑪》 3

黛 14⑲。1呂） 笛｛黛a⑪31 黛7（3a轡⑭） 13117。鋤 73｛1⑪⑪。⑪⑪1 3
（鋤 盤い罪

3 η1盤3。鋤 艶⑪1黛刀鋤 2馴4⑪。2雛1 ㊨但331 7211⑪⑪，⑪⑪1 3

欝欝 馴1鍛。77｝ 難71％葡 留置鋤 裳駅鴛蕊｝ 鍛轟1鶴α働 3

醐 驚1縮鱒） 綿1塑。7欝》 33（41フ7） 13総。4㊨） 鴻1鵬。⑪⑪》 欝

盤 鴛1裕。441 171欝。⑳） 欝⑪（41。1⑪1 14⑲。鴛1 7欝ll⑪⑪⑳） 難
（欝1 重い罰

3 1㊨1鎗。覇4） 17｛窯3勲4） 鎗（4α鋤 無燈。働 凋｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎

合計 4騒1漁器1 駆1難。鋤 鎌継41。鋤 舗1樵鋤 裳窯31鱒α⑪⑳ 蒙

1 ㊨σ鷺1 盤112a駆1 3刷礁5ア1 裕12⑪。251 7911⑪α⑪⑪1 3

2 ㊨lalll 綿124。321 3514ア，3⑪1 得12⑪。271 7411⑪α⑪⑪1 3
1241 重い役目

3 呂111。11） 14119。44》 3呂15黛7霧） 121輸。働 7211⑪⑪。⑪⑪》 3

合計 ⑳la鋤 灘｛慧3。難嚇 1⑪駅4欝、441 43⑲。鯛｝ 鍵難｛鱒⑪船1 欝

咽 驚1縮。鋤 裕1⑳。％1 3魯（4al⑪1 1⑪112。鋤 乃ll⑪⑪。⑪⑪1 3

盤 ㊨la購 驚⑳。盤7》 3飯4籠4） 灘1器。鋤 741鵬。⑪⑪》 欝
（％） 重い足取り

欝 1⑪1欝。鋤 櫓1鎗鋤 欝⑪（4樗71 欝11a⑱ ηll⑪⑪⑳） 難

合計 鋼｛鷺。7鋤 騒⑪1鶯鋤 髄144。尋41 鵡⑲鮪｝ 獅1璽⑪⑪鋤 欝

調 1⑪1鴛。働 罰｛窯㊨憩） 3盤（4⑪刷｝ 1㊨⑳。鋤 沿｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎

盤 8《1⑪。釧1 怖121。働 鍵（礁盤4） 18《24。鋤 7411⑪⑪。⑪⑪） 欝
1鋤 重い問題

3 14⑲。441 盤213⑪弱1 2刷3㊨。111 1⑪113。鋤 7211⑪α⑪⑪1 3

禽計 鍛偶鋤 豹｛％鋤 騒⑪爾⑪恥 轟4⑲。殉 黛窯騒｛艦oo。001 欝

咽 鍛1艶7。鋤 艶3｛⑳。働 刻⑫a58） 1311㊨。4㊨） 7轡｛1⑪⑪。⑪⑪1 黛

黛 鞭11㊨2艶） 裕｛黛1。磁1 ⑳（3⑭。働 171艶器7） 74｛1⑪⑪。⑪⑪1 3
（27） 気が璽い

3 14⑲。44｝ 鱈1黛a鋤 31（43。働 呂綱。11｝ 7211⑪⑪，⑪⑪1 3

合計 4欝1既鋤 騒磁1瓢7磁》 釧1鎗鋤 認1欝舶｝ 鍛騒1鴇α働 欝

調 鴛1繕。駆1 171差。⑱ 欝⑪（認。鋤 鴛1欝。認1 7711⑪⑪⑳） 難

盤 鴛1怖。鋤 怖｛刻。働 即（鐙4窃 穆偽。働 フ4｛1⑪⑪。⑪⑪） 黎
（働 重い労働

3 1㊨《23。邪31 怖123瀦） ％（認。盤4） 1⑪《14。711 ㊨癬11⑪⑪。⑪⑪） 欝

合計 4⑪11a鋤 4釈裳窯。鋤 ＄3137。鋤 471雄蝶禰 裳輸1鱒α⑪⑳ 蒙

1 9111，541 1餌2⑪馴1 3刷4㊨。働 17121，791 7刷1⑪α⑪⑪1 3

2 ㊧侶。働 9112。1㊨》 3㊨14a働 23131。⑱ 7411⑪⑪。⑪⑪》 3
（鋤 腰が重い

3 艶1艶。麗1 ア｛⑭。鋤 4烈弱。働 ⑳1器。17） 71｛1⑪⑪。⑪⑪1 3

欝欝 灘717。鋤 鍛1灘4働 鱗1馴鋤 嚇“1欝。鋤 鍛31鶴α働 3

醐 駅1鱒4） 1⑪1穏。鋤 37（4744） 塑1器。鋤 7欝1鵬。⑪⑪》 欝

盤 314。働 腰1裕。鋤 31（41。鋤 齢137。鋤 741鵬。⑪⑪》 欝
（鋤 口が重い

欝 盤に7お） 1⑪l13。鋤 舘（4騒。鋤 刀137。鋤 ηll⑪⑪⑳） 難

合計 竃4織％｝ 鎗1風鋤 棚（偲鋤 771難4。鋤 麗41鱒⑪，⑪⑪｝ 黎

臼．表せる」～「4．表せない」の数値は対象者数．（）は％を示す。


